
Ⅱ-4．流出１１１１成分の蓄積。残濡柵衙法
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流lllflllﾉｹﾞ染のモニタリングは，’１`水産ﾉｌｉ物の食I1i',とし

ての安全性評Iilliならびに②汚染状況の夷,態および彩鯉lUj

梶のために行う。１１１者の'二|的のためには，正｢71ilを怖戊す

る各種の成分をiⅢ定する必要がある。一恥後護のHll0

のためには，イhilll成分の蒋職のIILに１１１１汁にＷＶＩ１さILろ』：

iW:鵬ﾙｾ化水繼化合物の代,iWjlilill力やｲｉｆ['1成分によ}),勝蝋さ

ｵLるりi瞳物代謝|蝉素iili性輔がモニタリング指|蕊としてI！)|］

される６

1111定すね必1腱がああ。

ナホトカ161流l1lciEilllが１１繩したillu1liにおける各1ｍ

』旦物''１多職芳呑族化ｲﾔ物鵬腫を纒IL4」にボした（llllⅡ

他．1997)。』MiHに比'11kすあと定;Wｻﾞ|【の什・Ｉｊ冨エやウニで

絲繍Ｍ１庇が,Wi〈，｝jtiWした辮｣】iけ}i1MX化什物(i物Y'iで(よ

l岬にクリ･ピンがｌＭＩＩＭ９に;iWWiき;Ｉしていた｡』('､illlliIilti制Ｍ(

liliから・散すあことおよび多jIWtﾂﾀ1F鵬化〈rlllUにXＩして|上

訓1．NliilllliE力を有するためにその騨撒磯度が低いことが

椛察誉ＩＩＬる風一方，サザエやウニのような定紳l1l§の』|;物

は汚染水｣jlM11ら鼬やかに移皿)できないために旅l1lflllを,ｌ０Ｉｉ

機庇に,騨州(す鮒ことが勝えられる。総iii（1-2）におい

ても僻１１Wしたように－１１１剛ﾘに~Z;|妙(はJrillUikﾅ)をllblMlI・

I卯flll:する能ﾉ｣か弱く，多蝋）播鵬化合』ＩＤを,1W潤墜に稀,H１（

する傾向であI),汚染爽態評Iiliのｌ１ｆ樵化物としては適し

ていると考えられる。Ｉ:潟砂ｊｌ&城にA12感する〒･'ナリなど

の：杖j;1は‘イiilll成分を,Wj鵬腫に含ｲrすあｌｊ卸鹸ＩＩｆｌﾉﾘに

|ＩＩＬ排して1,､為Ⅱ|鵬ﾄﾞＭくあ為したがって，こIILらの'|;物

の残留鵬腫は．体内にllllliしている底ilIAなどの1,04物を|ル

トＢきせた後に分ｲﾘ｢することなどの性慾を払う必嬰があ

ぉへ

４．１石油汚染の指標化合物

イiflllによる脈ititiﾘ染のモニタリング,'１１１１冊では，朽雌脂

'１%化合物として11-アルカン1M､，多雌貯俳族化合(|加!(iや

有槻硫黄化合物が選定される。こｵしらの化合物の巾で、‐

アルカン類は高等繼吻のワックス，多環芳香族化合物類

は化石燃1151.の燃焼にも由来し，その起源は必ずしも石仙

だけでないことが報告ざ:iしている回したがって，：rTilll7Ij

染におけるこれらの化合物のIiXMIづけばlUllIⅡ1にしておく

必饗があるが。．(jillliｹﾞ染に対するこｵしらの化合物の揃搬

性は．１１－１「獅水および底廓のi１１１分ｆｉｌｍ森法」のJfrでも述

べたので参照していただきたい唇

４．２残留濃度調査のための指標生物と保存方法

1）指標生物

環境庁で爽施する生物モニタリング糊代では．生物'１１

有害物質の残需調迩のためにスズキなど８種の魚類やム

ラサキイガイ（二枚貝）が指標水生生物として選定され

ている。しかし．水産の分野で行う'に物残留厨;禰侭Ilf，

汚染実態をモニタリングするとともにiiM幽刈蝋祁の食ｌＶ１

としての安全性iliIIiをtl的として突施される。したがっ

て．汚染実態評価のための指標生物の他に流LlW111事故発

生ｵ鍼における漁獲対象龍物についてもそのﾘﾖｾ留濃度を

Z）保存方法

ダ１４馴膿｣虻illll雄のための化物耐(l料は．ｕ１１ｒ，－２(〕i,Ｃで

ljI[蒜llIL存される。しかし．-20°Ｃのill4紬ＩＷＦでは誠１１１'}

が乾燥することもあ為ので，長II11111の(116存の｣Ｉﾙｲﾔにはさ

らに低温の冷凍庫での保存が１１N想的である

一般的に乏牧nliMR類に比ﾙﾋﾞしてM1(藷・伽榔|〔１１Ｊに多IiIt

のドリップを'Ｍｉ:すあ。iMljl【'Ｉから水分の謎１１１は減'１１'ＩｌＭ（

を墾化させぁために紬llLIM1にimlll成分のｸlifWill(庇にも11ビ

饗す為。したがって．二枚貝の脇介にはllij(休部を分ＩｌｉＩ処．

｢I雑に謎ⅡＩする水分のl鵬去および施禰I1UだのI後にiljlL総UＩＬ

表1Ｌ4.1水産ﾉ１４物Iil参JNMF梓族化合物およびｲ｢鵬碓111Y化合物鰻1m
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分析しそ;ｌＬらのｸＭｊとそのillji域でiMkさ'11･た丸1瀬（タ

ラ，ハッドクなど）の)肝ｌｌＭＭＡ１１Ｉ１ｗＷｌ:のlwlﾎﾞをlilMぺ，n1l

Ill水｣】[が|bⅡlMill｣,kに｣'|』'|Hfして約211Ｗ)/M1111il1wliを舵)￣

ゐことを'Ｉ]らかにした。このように，蝿』|川lbiMIi'wi紫の↑ゲ

染鵬机の指lj！；とし.てのｲ丁効性がU↓｣ﾙiiMｲ1聯,1iIM:からil)IU1か

であるので。今後．難物代謝1聯識i1i性の誘騨の視｣}1から

の派lⅡiIlliIj染職礼iliilM1Ihも検iWJすゐ必澳があJi5。

存する必要がある。また，魚類など生物拭料をビニール

袋でIIlil休師に凍紬保存すること(よ，iIV鞭および巾(料の

秤１１ｔなどの以徹の分;ｌ１ｆｌ１ＩＭｉ:においてil緋（的であ患。

４．３流出油汚染監視の新たな手法

魚類に収I)込まれた石油成分は１１V鵬の薬物代謝朧素に

より分解･代謝され．ll1ll･中に｣ﾙilLされる。KTahIwlｲｨﾉｂ

(1992）は，エクソンバルディーズ郡;(7111流Ⅱﾄﾘiilik後ｌ

ｲ1弓が紙過した|'<,;点におけるタラlMilll1汁１１１代,ｌＩ１１''剛〃（ナフ

タレン．フェナントレンおよびジベンゾチオフュンのベ

ンゼン環が水酸化さｵLたナフトール．フェナントロール

およびジベンゾチオフェノール’濃度は汚蝶されていな

い対11M水域にお|ナる濃度に比較して高いことを解1リル

た。111Iil･''１ｲ1qr91箙物は少Iil:の拭料で,illj1lk度でilllI定できる

ために,モニタリングiUMffにおいて多くのＩＦＭｉを有す為③

廻力への蓄稲・残iW濃鱈胤ｲfの他に新たなモニタリング

指標として可能性力転唆される。

魚類に取i)込まれた祈抽成分は．肝臓の薬物代謝酵素

により酸化，遮元およびi1jN水分解きれ，水に瀞解しやす

い代iiM遮物に変換された後に11u汁に排1111；される。仇鎖は

薬物化iM1藤索を誘導することにより勝ＭＩＬた石illl成分を

速やかに体外に排泄し『生体の恒常性を縦排する機能を

有する窒石flii系炭化水素に暴露された魚熱では．肝ミク

ロゾーム薬物代謝系酵素，特にチトクロームＰＬｌ５０およ

び芳呑族炭化水素上ドロキシラーゼ（AlIII）の沿性が蒋

易に溺導されあことがｆｌｌ告されている〈小ｌｉＩ８・ノＥＩＩ仏

I986LD(wiesGW//・（198斗）は．・化i隣１１１Ⅱ|周辺１１１F域②

底泥中に含まれる全芳香族炭化水素，ナフタレン，ジベ

ンゾフランーアントラセンおよびフェナントレンだと'を
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